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九
月
議
会
報
告

おぜき栄子・鳥井やすこの議案賛否

主な議案

①足利市基本構想

②手数料条例の改正

③いじめ問題対策連絡協議会条例の制定

④令和２年度一般会計決算

⑤令和２年度特別会計 決算

おぜき 鳥井

第59号 足利市基本構想 〇 〇

第60号 手数料条例の改正 〇 〇

第61号 令和３年度一般会計補正予算（第４号） 〇 〇

第62号 市職員の特殊勤務手当に関する条例の改正 〇 〇

第63号
令和３年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予
算（第１号） 〇 〇

第64号

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例及び足利市特定教育・保育施設及び特定地
域型保 育事業の運営に関する基準を定める条例の改
正

〇 〇

第65号
財産の取得について ・（仮称）あがた駅北産業団地開
発事業用地の取得 × ×

第66号 いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定 〇 〇

第67号 令和２年度一般会計決算について × ×

第68号 令和２年度介護保険特別会計（保険事業勘定）決算 × ×

第69号 令和２年度国民健康保険特別会計（事業勘定）決算 × ×

第70号 令和２年度後期高齢者医療特別会計決算 × ×

第71号 令和２年度太陽光発電事業特別会計決算 〇 〇

第72号 令和２年度水道事業会計利益の処分及び決算 〇 〇

第73号 令和２年度工業用水道事業会計利益の処分及び決算 〇 〇

第74号 令和２年度下水道事業会計利益の処分及び決算 〇 〇

内　　容議案
賛否

議
案
第
68
号

令
和
２
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計

３
年
ご
と
に
保
険
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に

も
高
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
部
の

高
齢
者
は
、
軽
減
措
置
が
取
ら

れ
ま
し
た
が
、
滞
納
者
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
滞
納
の
た
め
、

受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
。
負
担
能
力
に
応
じ
た

保
険
料
に
す
べ
き
で
す
。

受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
介
護
保
険
に
！

議
案
第
70
号

令
和
２
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
高
齢

者
の
保
険
料
を
中
心
に
担
う
保

険
制
度
は
、
高
齢
者
負
担
を
強

い
る
制
度
で
、
滞
納
の
た
め
に
短

期
保
険
証
と
な
っ
て
い
る
方
が
１

０
０
人
以
上
。
来
年
１
０
月
か
ら
、

年
収
２
０
０
万
円
以
上
の
高
齢

者
に
窓
口
負
担
を
２
割
に
す
る

こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
化
で
苦
し
む
高

齢
者
の
受
診
を
控
え
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
国
に
中
止

を
働
き
か
け
る
べ
き
で
す
。

議
案
第
69
号

令
和
２
年
度

国
民
健
康
特
別
会
計
決
算

約
２
２
１
０
０
世
帯
、
約
３
３
９
０
０
人
が
加

入
す
る
国
民
健
康
保
険
で
す
。
世
帯
数
の
３

５
．
７
％
が
加
入
す
る
足
利
市
が
運
営
す
る

保
険
制
度
で
す
。
低
所
得
者
が
多
く
加
入
す

る
保
険
制
度
で
す
が
滞
納
者
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
滞
納
し
て
い
る
た
め
に
正
規
保
険
証
で

は
な
く
３
か
月
、
６
か
月
の
短
期
症
、
病
院
窓

口
で
全
額
自
己
負
担
の
資
格
証
を
発
行
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
国
は
資
格
証
で
も
病
院
窓
口

負
担
割
合
を
正
規
保
険
証
と
同
じ
料
金
で

受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

滞
納
者
に
正
規
保
険
証
を
発
行
す
る
べ
き
で

す
。
ま
た
、
国
は
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
保

険
税
（
均
等
割
３
４
２
０
０
円
）
を
半
額
公
費

負
担
で
実
施
（令
和
４
年
４
月
）。
１
８
歳
ま
で

の
子
ど
も
２
７
０
０
人
の
均
等
割
を
な
く
す
に

は
、
５
４
０
０
万
円
で
、
基
金
（
26
億
円
）
の
僅

か
２
％
で
実
現
で
き
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
大

事
な
施
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
べ
て
の
加
入
者
に

正
規
保
険
証
を
！

議
案
第
65
号
（財
産
の
取
得

（
仮
称
あ
が
た
駅
北
産
業
団
地
用
の
土
地

約
１
６
万
８
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
取
得

す
る
た
め
に
６
億
８
７
５
０
万
円
余
の
予
算

承
認
を
得
る
た
め
の
議
案
で
す
。

他
の
議
員
か
ら
市
単
独
事
業
で
は
な
く
、

栃
木
県
の
企
業
局
主
体
の
事
業
で
進
め
る

こ
と
を
提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
発
生
す
る
前
に
起
案
さ
れ
た

事
業
で
あ
る
こ
と
。

調
査
会
社
の
２
０
２
１
年
上
半
期
の
全
国

企
業
倒
産
件
数
は
、
３
０
年
間
で
最
も
高

く
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」関
連
倒
産
も

６
か
月
連
続
で
１
０
０
件
を
こ
え
て
い
る
。

市
の
負
担
が
数
十
億
円
も
か
か
る
産
業
団

地
開
発
事
業
へ
の
慎
重
さ
が
欠
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
気
候
危
機
と
呼
ぶ
べ
き
非
常

事
態
の
中
で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
温
暖
化

ガ
ス
の
排
出
を
６
０
％
削
減
し
な
い
と
温
暖

化
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
削
減

目
標
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
水
田
を
な

く
し
て
、
工
業
団
地
に
す
る
こ
と
は
こ
れ
ら

に
逆
行
す
る
こ
と
で
す
。

今
、
新
た
な
工
業
団
地
は
時
代
に
逆
行
！

第７回臨時議会
１０月１９日（火）に開催、主な議案は国の臨時交付金等を使
い、中小企業等事業継続支援金、コロナ支援策相談窓口設
置などの事業の補正予算１億６０００万円余を全会一致で決め
ました。党市議団の要望を実現することができました。
内容
①足利市中小法人等事業継続支援金

８月、９月売上高10～３０％未満減少
交付額 個人 5万円 法人 10万円
特定業種上乗せ 10万円
②コロナ支援策相談窓口

月、水，金曜日9時～16時（祝祭日除く）
①②ともに問い合わせ先

地場産センター 足利市田中町32-11 TEL：71-1141

コ
ロ
ナ
対
策
に
市
独
自
の
施
策
を
！

歳
出
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関

連
の
予
算
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
が

こ
れ
は
個
人
情
報
漏
え
い
の
懸
念

を
高
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
の
政
策
へ
の
批
判
を
込
め
、
今

決
算
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
一
般
財
源
か
ら
の

歳
出
が
、
２
９
８
３
万
円
余
。
３
０

０
０
万
円
を
切
る
金
額
で
あ
る
こ

と
に
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
中
で
最
大
の
歳
出
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
関
連
で
１
１
７
３
万
円

余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
批
判
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
症
対
応

と
は
い
い
が
た
い
。
党
市
議
団
が
、

感
染
症
対
応
と
し
て
求
め
た
い
の

は
国
の
支
援
策
「
小
学
校
休
業
等

対
応
助
成
金
・
支
援
金
」
制
度
の

普
及
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
小
学
校
等
の
臨
時
休
業
等

に
よ
り
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
え

な
い
保
護
者
の
皆
様
を
支
援
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

安
心
し
て
保
護
者
が
休
み
を
と

れ
る
こ
と
が
、
感
染
拡
大
を
抑

え
る
こ
と
に
有
効
で
す
。
行
政

に
と
っ
て
も
、
市
民
に
と
っ
て
も

税
の
有
効
な
使
い
方
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
第
６
波

に
な
っ
た
場
合
に
、
検
査
体
制
・

医
療
体
制
の
崩
壊
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
に
も
備
え
、
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
最
善

を
尽
く
す
こ
と
を
強
く
求
め
ま

す
。

議
案
第
67
号
（令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算

窓
口
２
割
負
担
を
中
止
に
！

会
期
は
、
８
月
26
日
～
9
月

22
日
で
し
た
。

市
議
団
は
１
つ
の
議
案
と
４

つ
の
決
算
認
定
に
反
対
、
そ

の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
す



１
．
特
別
障
碍
者
手
当

鳥
井
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
発
症
時
の
後
遺
症
と

し
て
肺
の
線
維
化
や
慢
性
の
頭

痛
な
ど
い
わ
ゆ
る
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
苦
し
む
方
が
本
市
内

で
も
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
調
査
や
サ
ポ
ー
ト
等

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

当
局
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
様
々
な
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
に
対
し
、
保

健
師
に
よ
る
電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
、

後
遺
症
に
苦
し
む
方
々
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

な
の
か
検
討
す
る
た
め
に
も
、

国
な
ど
か
ら
報
告
さ
れ
る
新

た
な
知
見
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
県
と
連
携
し
、
実
態
把

握
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

。

①
安
心
し
て
治
療
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に

お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

お
ぜ
き
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
爆
発
に
よ
り
、
県
内
の

新
規
感
染
者
は
、
過
去
最
多
の

２
７
３
人
、
入
院
者
２
５
８
人
、

宿
泊
療
養
者
１
６
４
人
、
自
宅

療
養
者
が
１
１
６
３
人
（
８
月
１

９
日
）
と
な
っ
た
。
当
市
の
自
宅

療
養
者
へ
の
対
応
は
、
保
健
所
へ

看
護
師
、
保
健
師
派
遣
応
援
や

本
人
申
請
に
よ
る
日
常
生
活
用

品
支
援
事
業
等
（
2
月
～
累
計

12
件
）
を
実
施
し
て
い
る
。
県
か

ら
の
情
報
で
海
老
名
市
（
神
奈

川
県
）
は
、
自
宅
療
養
者
の
体

調
確
認
で
異
変
に
気
付
き
、
救

急
搬
送
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
県
と
市
が
感
染
者
の

共
有
を
行
い
、
積
極
的
に
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
：
県
か
ら
市
へ
の
情
報
提

供
の
検
討
へ
着
手
し
た
。
県
と
近

隣
他
市
と
協
議
を
進
め
、
役
割

を
果
た
し
た
い
。

②
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
治
療
体
制
を
！

お
ぜ
き
：
自
宅
療
養
者
等
は

全
国
15
万
人
以
上
（
（
県
１
６
０

３
人
8
月
25
日
）
、
当
市
約
２
０

０
人
（
８
月
末
）
に
上
り
、
様
態

急
変
で
亡
く
な
る
等
深
刻
な
事

態
。
症
状
に
応
じ
て
必
要
な
医

療
を
す
べ
て
の
患
者
に
提
供
す

る
た
め
の
臨
時
の
医
療
施
設
を

安
足
地
区
に
つ
く
る
よ
う
県
に

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
：
医
療
提
供
体
制
の
拡
充

に
県
、
市
、
広
域
的
に
協
力
を

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

お
ぜ
き
：
全
国
の
熱
中
症
に
よ

る
死
亡
者
は
１
２
０
０
人
超
で

推
移
し
、
高
齢
者
が
８
割
を
超

え
、
部
屋
に
エ
ア
コ
ン
を
取
り
付

け
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
。
市
民
の
低
所
得
者
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
補
助
制
度
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：
栃
木
県
社
会
福
祉
協

議
会
で
実
施
し
て
い
る
低
所
得

者
向
け
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付

金
の
活
用
を
案
内
し
て
い
る
。

お
ぜ
き
：
東
京
の
足
立
区
は
、

高
齢
者
世
帯
に
7
万
円
、
港
区

は
、
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
に

６
万
５
０
０
０
円
の
補
助
を
し
て

い
る
。
本
市
も
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

当
局
：
他
市
の
状
況
を
調
査
し

国
・
県
の
動
向
を
参
考
に
研
究

し
て
い
く
。

お
ぜ
き
：
環
境
省
は
、
エ
ア
コ
ン

を
買
わ
ず
に
毎
月
定
額
の
支
払

い
で
使
え
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
（
サ
ブ
ス
ク
）
の
普
及

に
向
け
た
検
討
を
始
め
た
。
足

利
市
も
活
用
し
、
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

当
局
：
こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ

た
場
合
、
市
民
に
広
く
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

２
．
熱
中
症
対
策

①
市
民
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
促
進
を
！

当
局
：
現
状
は
有
事
と
認
識
、

多
く
の
事
業
者
は
、
金
融
機
関

等
と
の
取
引
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
内
の
金
融
機
関
に
も

情
報
提
供
を
し
て
い
る
。
支
援

策
の
周
知
に
は
様
々
な
機
関
・

団
体
等
の
ご
協
力
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

も
使
っ
て
多
様
な
手
段
も
活
用

し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

お
ぜ
き
：
足
利
市
と
し
て
国
へ

持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援
給

付
金
の
再
交
付
を
求
め
、
国
、

県
の
基
準
（
売
上
の
50
～
30
％

減
少
）
に
該
当
し
な
い
業
者
支

援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
：
必
要
な
支
援
策
の
実
施

は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
市

長
会
等
を
通
じ
て
要
望
し
て
い

く
。
臨
時
交
付
金
を
財
源
に
効

果
的
な
支
援
策
を
策
定
し
た
い

３
．
中
小
企
業
対
策

①
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
！

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

鳥
井
：
本
市
に
お
け
る
特
別

障
害
者
手
当
の
受
給
者
数
は
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
の
か
。

当
局
：
近
年
の
受
給
者
数
は
、

平
成
２
８
年
度
は
１
２
５
人
で
、

現
在
の
受
給
者
数
は
１
１
５
人

で
あ
り
、
受
給
者
数
の
推
移
は

横
ば
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

鳥
井
：
特
別
障
害
者
手
当
と
い

う
呼
称
で
あ
る
た
め
申
請
に
は

身
体
障
害
者
手
帳
の
取
得
が

必
要
と
の
誤
解
が
あ
る
と
推

察
す
る
が
、
制
度
を
周
知
す
る

取
組
を
具
体
的
に
聞
き
た
い
。

当
局
：
障
害
者
手
帳
を
交
付

す
る
際
に
配
付
し
て
い
る
「
障

が
い
者
福
祉
の
手
引
き
」
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
に
て

ご
案
内
を
し
て
い
る
。
ま
た
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
広

報
あ
し
か
が
み
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。
障

害
者
手
帳
が
な
く
て
も
申
請

で
き
る
こ
と
か
ら
、
元
気
高
齢

課
と
連
携
し
、
認
定
結
果
通

知
書
に
制
度
の
案
内
を
同
封

し
、
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い

て
周
知
す
る
。

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

①
後
遺
症
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
！

鳥
井
：
本
市
で
は
50
代
未
満

の
市
民
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

進
ん
で
お
ら
ず
感
染
者
も
増

加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
安
足

地
区
に
お
い
て
も
同
調
査
に
負

担
が
生
じ
て
い
る
と
懸
念
さ
れ

る
が
、
検
査
体
制
は
十
分
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

当
局
：
検
査
体
制
は
拡
充
さ

れ
て
い
る
。

鳥
井
：
８
月
は
５
月
・
６
月
に

比
較
し
て
１
日
当
た
り
の
検
査

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
体
制

の
拡
充
だ
け
で
な
く
、
必
要
な

検
査
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

円
滑
に
行
え
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
。
検
査
件
数
を
増
や
せ
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。

②
検
査
体
制

３
．
生
活
保
護
制
度

鳥
井
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
生
活
保
護
申

請
時
の
条
件
の
緩
和
等
が
厚
生

労
働
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
が

本
市
の
対
応
に
つ
い
て
具
体
的

に
聞
き
た
い
。

当
局
：
生
活
保
護
の
申
請
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
長
期
化
に
よ
り
、
今
後

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
保
護
申
請
に

つ
い
て
は
、
面
接
時
間
の
短
縮
や
、
要

否
判
定
の
弾
力
的
運
用
に
つ
い
て
国

か
ら
指
示
が
出
て
い
る
。
資
産
処
分

の
一
時
留
保
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

く
。

鳥
井
：
札
幌
市
で
は
、
生
活
保

護
に
つ
い
てH

P

で
「
生
活
保
護
の

申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。
お

困
り
の
場
合
は
た
め
ら
わ
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
」
と
市
民
に

む
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

ま
す
。
本
市
も
見
習
う
べ
き
で
は

な
い
か

市
長
：
生
活
保
護
は
国
で
定
め
た

制
度
で
、
足
利
市
と
し
て
適
切
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
困
窮
し

て
い
て
も
、
な
か
な
か
声
を
上
げ
ら

れ
な
い
方
が
い
る
事
を
念
頭
に
お
き

な
が
ら
寄
り
添
っ
て
い
く
。
ま
た
、
生

活
困
窮
の
相
談
に
応
じ
る
際
に
は
部

局
横
断
的
な
対
応
を
行
う
。

①
生
活
保
護
条
件
の

緩
和
の
周
知
徹
底
を
！

当
局
：
当
初
に
比
べ
、
様
々
な

実
施
機
関
で
検
査
が
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
検
査
結
果
の
登
録

は
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
１
か
月

程
度
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

現
時
点
で
公
表
さ
れ
て
い
る
８

月
の
検
査
件
数
は
、
実
際
の
検

査
件
数
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

お
ぜ
き
：
コ
ロ
ナ
禍
で
不
況
に
あ

え
ぐ
業
者
支
援
と
し
て
、
国
、

県
の
業
者
支
援
策
は
、
団
体
・組

合
な
ど
に
所
属
で
き
な
い
業
者
へ

の
周
知
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

藤
本
町
観
音
山
古
墳
地
内
で

開
催
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
祭
り
に

参
加
。
き
れ
い
な
コ
ス
モ
ス
に
癒

さ
れ
ま
し
た
。


